
令和 4年度　入学試験（ 2月 2日実施）

算　数
［50分］

［注意事項］

１ ．試験開始の合図があるまで、この問題用紙は開かないでください。
2．試験開始後、解答用紙にシールを貼

は

ってください。
3．解答は、すべて解答用紙に記入してください。
4．解答は鉛

えん

筆
ぴつ

などで濃
こ

く記入してください。
5．問題は1〜5まであります。ページが抜

ぬ

けていたら、すみやかに手
を挙

あ

げ、監
かん

督
とく

の先生に申し出てください。

東京農業大学第一高等学校中等部
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1   次の各問いに答えなさい。

（ 1）　5.6 ÷   
3
5
 ÷ 
9
14
 − 0.4   − 5 

1
4
　を計算しなさい。

（ 2）　
4
15
 −   □− 

19
20
   × 7 ＝ 

1
4
　のとき、□にあてはまる数を答えなさい。

（ 3）　 8×   660000 mg ＋ 3140 g ＋ 21 
1
5
 kg   ＝ □ t　のとき、□にあてはまる数を

  答えなさい。
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2　 　下の表は、あるバスケットボールチームにおける 1試合ごとの 3ポイントシュートの
打った数と成功した数を示したものです。次の各問いに答えなさい。

（ 1）　シュートの成功率が 1番高かった試合はどの試合か、A ～ J の記号で答えなさい。

（ 2）　全試合を通して、シュートの成功率は何％ですか。小数第 2位を四捨五入して小数第
1位までで答えなさい。

（ 3）　成功した数における、平均値と中央値をそれぞれ求めなさい。

試合 A B C D E F G H I J

打った数（本） 27 31 29 35 38 38 39 33 22 31

成功した数（本） 13 9 14 11 11 10 19 14 11 8
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3   次の各問いに答えなさい。

（ 1）　下の図で、三角形 ABC は正三角形、四角形 BDEC は正方形です。角 x の大きさを求
めなさい。

（ 2）　下の図のような水平な台の上に置かれた容器に水が 6 cm の高さまで入っています。
この容器に底面積が 12 cm2、高さが 9 cm の鉄製の角柱を底面が容器の底につくように、
まっすぐ入れると水面の高さは何 cm になりますか。ただし、容器の厚さは考えないも
のとします。

A

B C

D E

x

8cm

9cm

9cm

6cm
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4　 　数字の「 0」「 2」を、次のように「 2022 」のかたまりが連続してできるように左から横一
列に並べます。次の各問いに答えなさい。

（ 1）　「 2022 」のかたまりをちょうど 10 個連続して並べました。数字の「 0」と「 2」は 
それぞれ何個ありますか。

（ 2）　「 2022 」のかたまりを連続して並べたところ、数字の「 2」は 47 個ありました。 
「 2022 」のかたまりは全部で何個ありますか。

（ 3）　「 2022 」のかたまりを連続していくつか並べたとき、左から 2019 番目、2020 番目、 
2021 番目、2022 番目の数字を書きなさい。

　　　　　 　　　　　
2　 0　 2　 2　 0　 2　 2　 0　 2　 2　 0　 2　 2　………
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5　 　図 1のように、地面からの高さが 300 cm の位置に電灯があります。電灯の真下から
120 cm離

はな

れた場所に 200 cm の棒が垂直に立っています。はじめ君とみどりさんはこの棒
に沿ってボールを動かして、ボールの影

かげ

の動き方を調べます。

はじめ君　　「棒に沿ってボールを動かすと影の位置がどうなるか調べてみよう。」
みどりさん　「 棒の根元からのボールの高さを A 、棒の根元からボールの影までの長さ

を B とするね。ボールを棒の先
せん

端
たん

の位置に動かしてみるね。」
はじめ君　　「 棒の根元からどれくらい離れているか、実際に測ってみると、B はちょうど

ア  cm になったよ。」
みどりさん　「 実際に長さを測らなくても、図 2のように考えると長さがわかるんじゃない

のかな。計算してみると  ア  cm となったよ。」

300cm

電灯

ボール

ボールの影

図１

先端

根元

200cm
A

120cm B

図２

200cm

120cm ア cm

電灯

ボール

ボールの影

300cm

100cm
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はじめ君　　「実際に測らなくても図で考えればいいんだ。」
みどりさん　「そうね。A をいろいろ変えて B を求めてみよう。」
はじめ君　　「 そうしよう。A を 140 cm にすると B は  イ  cm になって、A を 100 cm にす

るとB は  ウ  cm になったよ。でも、毎回図をかいて求めるのは大変だよ。 
なにかいい方法はないかな。」

みどりさん　「 こういうときは、文字を使って考えるといいよ。A が変わるので、A を x cm と
するよ。」

はじめ君　　「A を変えると B も変わるね。」
みどりさん　「そうね。B を x を使った式で表せるといいね。」
はじめ君　　「さっきと同じように図をかいてみるよ。」
みどりさん　「 その図に、長方形 R と 2 つの直角三角形 S，T をかき加えたら、図 3のように

なったよ。」
はじめ君　　「図 3の三角形 T の高さ（たての長さ）を x を使った式で表すと  エ  cm だ。」

みどりさん　「次に三角形 S と T をみてみると、S と T は拡大図と縮図の関係になっているね。」

はじめ君　　「そうすると、B は 
オ

エ
 cm となるね。」

みどりさん　「 このように B を x を使った式で表すことができると、x に具体的な値をあては
めて計算するだけで B を求めることができるね。」

はじめ君　　「じゃあ、x にいろいろな値をあてはめてみよう。」
みどりさん　「 A と B の関係をグラフで表すことができれば、ボールの影の動き方がわかるね。」
はじめ君　　「やってみるね。グラフで表すと  カ  になったよ。」
みどりさん　「グラフを見ると、ボールの高さと影までの長さの関係がよくわかるね。」

図３

x cm

120cm

電灯

ボール

ボールの影

cmエ
T

R
S
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　　次の各問いに答えなさい。

（ 1）　ア、イ、ウにあてはまる数を答えなさい。

（ 2）　エ、オにあてはまるような、文字で表された式を答えなさい。

（ 3）　カにあてはまるグラフとして正しいものを、次の①～④の中から 1つ選び、 
番号で答えなさい。

A

B
①

0 A

B
②

0

A

B
③

0 A

B
④

0



東京農業大学第一高等学校中等部

令和 4年度　入学試験（ 2月 2日実施）算数　解答用紙

受験番号 氏　　　名

↓ここにシールを貼
は

ってください↓

22020211

4 （1） （2）0 2

個 個 個
（3）

2019番目 2020番目 2021番目 2022番目

1 （1） （2） （3）

（1） （2） （3）
平均値 中央値

％

2

3 （1） （2）

°　

cm

（1）
ア イ ウ

（2） （3）
エ オ カ

5



令和 ４年度　入学試験（ 2月 2日実施）

理　科
［40分］

［注意事項］

１ ．試験開始の合図があるまで、この問題用紙は開かないでください。
２．試験開始後、解答用紙にシールを貼

は

ってください。
３．解答は、すべて解答用紙に記入してください。
４．解答は鉛

えん

筆
ぴつ

などで濃
こ

く記入してください。
５．問題は １ページ〜 ２0 ページの合計 ２0 ページあります。ページが抜

ぬ

けて
いたら、すみやかに手を挙

あ

げ、監
かん

督
とく

の先生に申し出てください。

東京農業大学第一高等学校中等部
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1 　アンモニアや水酸化ナトリウムの性質について、いくつかの実験を通して考えてみましょ
う。

　Ⅰ　 7％の濃
のう

度
ど

の塩酸とアンモニアを用いて、この ２つを混合する実験を行いました。

　　�　表 1には、塩酸とアンモニアの量を変えて実験を行った際の様子を表しました。なお、実
験後、塩酸もアンモニアも残っていない場合には〇、どちらかが残っている場合には×を
記してあります。

表 1　塩酸とアンモニアの反応
実験番号 7 %の塩酸の体積〔cm3〕 アンモニアの体積〔cm3〕 反応後
1 5 120 ×
2 5 240 〇
3 5 360 ×
4 5 480 ×
5 10 240 ×
6 10 480 ○
7 10 720 ×
8 10 960 ×

問 1　アンモニアは右下の図のどのグループにあてはまりますか。①～⑧より選び、番号で
答えなさい。

①

図　気体のグループ分け

②
③

④

⑤ ⑥ ⑦

⑧

の枠内には、水に
 と

溶けにくい気体が入る。

の枠内には、無色・
 む しゅう

無臭の気体が入る。

の枠内には、空気より軽い気体が入る。

問 ２　問 1の図（気体のグループ分け）の③にあてはまる気体の名まえを 1つ答えなさい。
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問 ３　 7 %の塩酸 5 cm3中の塩化水素の重さは何gですか。7 %の塩酸の密度をA〔g/cm3〕とし
て、数字や文字を使って答えなさい。

問 ４　表 1の実験番号 1の反応後の溶
ようえき

液に、ムラサキキャベツ液を入れると、何色になりま
すか。次のア～オから選び、記号で答えなさい。

ア．黄色　　　イ．緑色　　　ウ．紫色　　　エ．赤色　　　オ．青色

問 ５　表 1の実験番号 7について、塩酸とアンモニアを混合した後の溶液に鉄を加えました。
そのときの変化として最も正しいものはどれですか。次のア～エから選び、記号で答え
なさい。

ア．変化は見られなかった　　　イ．酸素が発生した
ウ．水素が発生した　　　　　　エ．二酸化炭素が発生した

問 ６　 7 %の塩酸80cm3を、すべて反応させるために必要なアンモニアの体積は、少なくとも
何cm3ですか。
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　Ⅱ　 7％の濃度の塩酸と水酸化ナトリウムを用いて、Ⅰと同様の実験を行いました。

　　�　表 ２には、塩酸と水酸化ナトリウムの量を変えて実験を行った際の様子を表しました。な
お、実験後、塩酸も水酸化ナトリウムも残っていない場合には〇、どちらかが残っている
場合には×を記してあります。

表 2　塩酸と水酸化ナトリウムの反応
実験番号 7 %の塩酸の体積〔cm3〕 水酸化ナトリウム〔g〕 反応後
9 5 0.1 ×
10 5 0.2 ×
11 5 0.3 ×
12 5 0.4 〇
13 10 0.4 ×
14 10 0.8 〇
15 10 1.2 ×
16 10 1.6 ×

問 7　 5 gの水酸化ナトリウムを、すべて反応させるために必要な 7 %の塩酸の体積は、少な
くとも何cm3ですか。

問 ８　表 1の実験番号 5の反応後の溶液には、最大で何gの水酸化ナトリウムを反応させる
ことができますか。

　Ⅲ�　 7 ％の濃度の塩酸４00cm３に、（　あ　）gの水酸化ナトリウムを反応させましたが、塩酸
が残っていることが確かめられたため、さらに、アンモニアを加えたところ、反応が完了
するまでに1２00cm３のアンモニアが必要でした。

問 ９　文中の下線部について、塩酸が残っていることを確かめられないものを、次のア～オ
からすべて選び、記号で答えなさい。

ア．フェノールフタレイン溶液　　　イ．BTB溶液　　　　　　ウ．ヨウ素液
エ．青色リトマス紙　　　　　　　　オ．赤色リトマス紙

問10　文中の（あ）にあてはまる数値を、表 1と表 2をもとに求めなさい。
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　Ⅳ�　三大栄養素には、（　X　）とたんぱく質としぼうがあり、ビタミンとミネラルを加えた
ものは、五大栄養素と呼ばれています。

　　�　ある食品中に含
ふく

まれているたんぱく質の量を調べる一般的な方法に、たんぱく質に含ま
れている窒

ちっそ

素をアンモニアに変化させて求めるという方法があります。Ⅰ～Ⅲで使用した
薬品を用いた実験をもとに考えると次のような実験手順になります。

　　手順 1 �　２00gの牛乳中のたんぱく質を分解して、その窒素を完全にアンモニアに変化させ
た。

　　手順 ２　発生したアンモニアを 7％の塩酸６0cm３とすべて反応させた。
　　手順 ３　残った塩酸を反応させるには、1.６gの水酸化ナトリウムが必要であった。

　　考え方 1　２４0cm３のアンモニアには、0.1４gの窒素が含まれている。
　　考え方 ２　たんぱく質中に含まれている窒素の割合は1６％である。

問11　文章中の（X）にあてはまる語句を答えなさい。

問1２　Ⅰ～Ⅲの問い、Ⅳの手順 1～ 3および考え方 1と 2をもとに、200gの牛乳中に含まれ
るたんぱく質の割合を求めることにしました。次の文章中の（　）にあてはまる数値を答
えなさい。

　　　1.6gの水酸化ナトリウムと反応した 7 %の塩酸の体積は（ ① ）cm3である。アンモニア
と反応した 7 %の塩酸の体積より、塩酸と反応したアンモニアの体積は（ ② ）cm3であ
り、このアンモニアの量から、含まれる窒素の重さを求める。そして、たんぱく質中の
窒素の割合より、たんぱく質の重さを求めることができる。その結果、200gの牛乳中に
含まれるたんぱく質の割合は（ ③ ）%であると求められる。
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２ 　鳥類について、次の各問いに答えなさい。

問 1　鳥類には以下の①～④の 4つの特ちょうがあります。①～④の特ちょうを最も多くも
つ生物を次のア～エから選び、記号で答えなさい。

①　一生を通して肺で呼吸する　　　②　心臓のつくりが二心房二心室である
③　背骨がある　　　　　　　　　　④　かたい殻の卵をうむ

ア．ウシ　　　イ．フナ　　　ウ．テントウムシ　　　エ．カエル

問 ２　動物学者のローレンツは、アヒルなどの
ひながふ化した後、視覚が十分に機能する
時期に、はじめて見た動く物体に対して愛
着をしめし、その物体についていく行動を
発見しました。

　　　このことを利用して、ジュウシマツを手
乗りに育てることができる場合があります。
写真 1のようなジュウシマツのひなを手乗
りにするための育て方を説明した以下の文
のうち適しているものを、次のア～エから
選び、記号で答えなさい。なお、ふ化直後
のジュウシマツのひなの目は、開いていま
せん。

ア．ひなの目が閉じている間のみ、人が親鳥のかわりにひなの口にエサを入れる。
イ．ひなの目が開き、視覚が十分に機能しはじめる時期に親鳥と別に飼育し、他の鳥に
育てさせる。

ウ．ひなの目が開き、視覚が十分に機能しはじめる時期に親鳥と別に飼育し、人が親鳥
のかわりにひなの口にエサを入れる。

エ．ひなの目が開き、親鳥を親と認識している時期に、人が親鳥のかわりにひなの口に
エサを入れる。

写真 1　手乗りジュウシマツ
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問 ３　ひなを育てている時期のジュウシマツにコマツナを与えました。しばらくして親鳥の
ほおを見ると、緑色に染まっていました。これは、ほおにコマツナの葉の汁

しる

がついたも
のでした。人が親鳥のかわりに、コマツナをエサとしてひなに与える場合の方法として
最も正しいものを、次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．コマツナの葉を細かくしないで、そのまま与える。
イ．コマツナの葉を細かくしないで、親鳥の体温と同じぐらいの温度のお湯をかけて与
える。

ウ．コマツナの葉を細かくして、親鳥の体温と同じぐらいの温度のお湯と混ぜて与える。 
エ．コマツナの葉を氷と一緒に細かくして、混ぜたものを与える。
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　　手乗りジュウシマツは手を鳥かごに入れてもあわてることはなく、手に乗ってきます。し
かし、手乗りではないジュウシマツは手を鳥かごに入れるとあわてて逃げます。手乗りジュ
ウシマツと手乗りではないジュウシマツの警

けいかい

戒心
しん

の程度には、違いがあるかもしれないと考
えて次のような実験を行いました。

写真 2　鳥かご

A B

図 1　鳥かごを上からみた図
☆は赤ペンを置く位置

　【実験内容】
　 1つの鳥かごを上から見て左半分をA区、右半分をB区とします。実際にはA区とB区の間に
図 1のように境はなく、鳥はその間を自由に移動することができます。
　まず、B区の☆の位置にジュウシマツがうまれて初めて見る赤ペンを置きます。その鳥かご
にジュウシマツ 1羽を６0秒間入れ、A、Bそれぞれの区にいる時間を測定しました。また、B
区に赤ペンを入れずにA区に赤ペンを入れる場合についても同様に測定し、それぞれ ３回く
り返しました。この実験では、うまれて初めて見る物体に接近するほど、警戒心が弱いとし
ます。表 1は、手乗りジュウシマツと手乗りではないジュウシマツについての結果を示した
ものです。数値はその区にジュウシマツがいた時間を秒で示しています。

表 1　ジュウシマツがA区B区にいた時間〔秒〕
A区に赤ペン
手乗り
ジュウシマツ

A区にいる時間〔秒〕 20 17 18
B区にいる時間〔秒〕 40 43 42

手乗りではない
ジュウシマツ

A区にいる時間〔秒〕 1 6 2
B区にいる時間〔秒〕 59 54 58

B区に赤ペン
手乗り
ジュウシマツ

A区にいる時間〔秒〕 41 44 42
B区にいる時間〔秒〕 19 16 18

手乗りではない
ジュウシマツ

A区にいる時間〔秒〕 60 55 56
B区にいる時間〔秒〕 0 5 4
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問 ４　この実験について次の各問いに答えなさい。

（ 1）　下線部のような実験を行った理由を答えなさい。

（ 2）　60秒間の測定の間に、手乗りジュウシマツと手乗りではないジュウシマツが、赤
ペンが置いてある区にいた時間の平均を、それぞれ求めなさい。

（ 3）　この実験結果から考えられることとして正しいものを、次のア～オから選び、記
号で答えなさい。

　ア． 手乗りジュウシマツは、赤ペンがない区にいる時間が、手乗りではないジュウシ
マツに比べて 2倍以上あり警戒心が弱い。

　イ． 手乗りではないジュウシマツは、赤ペンがない区にいる時間が、手乗りジュウシ
マツに比べて 2倍以上あり警戒心が強い。

　ウ． 手乗りジュウシマツは、赤ペンがある区にいる時間が、手乗りではないジュウシ
マツに比べて 2倍以上あり警戒心が弱い。

　エ． 手乗りではないジュウシマツは、赤ペンがある区にいる時間が、手乗りジュウシ
マツに比べて 2倍以上あり警戒心が強い。

　オ． 手乗りジュウシマツと手乗りではないジュウシマツの警戒心は同じ程度である。
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問 ５　鳥類のひなは、ふ化してからしばらくの間親に育てられます。しかし、すべての生物
が親に育てられるわけではありません。

　　　また自然界の生物は、食物の不足、ほかの生物に食べられる、病気になるなど、さま
ざまな原因によりうまれた子のうち一部しか親になることができません。表 2は、うま
れてから親の保護を受けないある生物の集団の、年

ねん

齢
れい

ごとの生存数・死亡数・生存率を
まとめたものです。同じ時期にうまれた集団の個体の数が、時間の経過とともに変化し
ていくことを示しています。

表 2　ある生物の年齢ごとの生存数・死亡数・生存率

年齢
れい

期間初めの生存数 期間内の死亡数 期間内の生存率（％）
0 8000 6000 25
1 2000 A 30
2 600 360 B
3 240 120 50
4 C 30 75
5 90 90 0

（ 1 ）　Bにあてはまる数値を答えなさい。

（ 2）　この生物について説明した以下の文のうち、正しいものを、次のア～エから選び、
記号で答えなさい。

　ア．生存率は年齢が増すごとに低くなる。
　イ．集団の個体の数が最も減るのは年齢が 0のときである。
　ウ．生存率は年齢に関係せず一定である。
　エ．集団の個体の数が最初にうまれた数の半分になるのは、年齢が 2のときである。

（ 3）　親の保護を受ける鳥類は、この生物と比べてどのような特ちょうをもつと考えら
れますか。次のア～ウから選び、記号で答えなさい。

　ア．親の保護を受ける期間内の死亡率は、親の保護を受けない生物に比べて高い。
　イ．生存率が時間と共に変化していく様子は、親の保護を受けない生物と同じ傾

けい

向
こう

で
ある。

　ウ． 一生をとおして一匹のめすがうむ子の数は、親の保護を受けない生物に比べて少
ない。
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　　都会では鳥類のカラスの数が増えたため、人との間でさまざまな問題が生じています。生
ゴミを食べることで生ゴミを散乱させることはその代表例です。しかし、カラスの数が増え
たのは、人が捨てる生ゴミの量が増えたことが原因の一つとされています。図 ２は、ある地
域で人が出す生ゴミを食べる生物たちの「食べる－食べられる」の関係を示しています。図
中の矢印は「食べられる」ものから「食べる」ものに向かっています。

カラス

人の出すゴミ

昆虫ネズミ

図 2

問 ６　図 2について次の各問いに答えなさい。

（ 1）　カラス・ネズミ・昆虫の間にみられるような「食べる－食べられる」の関係を何
といいますか。

（ 2）　次の文のようなことを行うと、そのあと一時的に、この地域でどんなことが起き
ると予想できますか。文章中の①～③にあてはまる言葉の組み合わせとして正しい
ものを次のア～クから選び、記号で答えなさい。ただし、カラス・ネズミ・昆虫に
は図 2に示された関係のみが成り立つとします。

　・ 人が多くのカラスのひなをつかまえて駆
く

除
じょ

すると、カラスの数は（① 増加・減少）
し、ネズミの数は（② 増加・減少）する。

　・ ヒトが生ゴミを出すときのマナーを守り、カラスに生ゴミをあらされないように工
夫するとカラスの数は（③ 増加・減少）する。

　　　 ① 　　　 ② 　　　 ③
　ア．増加　　　増加　　　増加
　イ．増加　　　増加　　　減少
　ウ．増加　　　減少　　　増加
　エ．増加　　　減少　　　減少
　オ．減少　　　増加　　　増加
　カ．減少　　　増加　　　減少
　キ．減少　　　減少　　　増加
　ク．減少　　　減少　　　減少



─ 11 ─

３ 　地下に埋もれた林を埋
まいぼつ

没林
りん

と呼びます。写真は魚津港（富山県魚津市）を建設する際に発見
された埋没林の木の樹根の一つです。漁港建設のため海岸を掘

ほ

り下げたところ、海面より低
い地層からおよそ２000年前の木の根が約２３0株も発見されました。林が埋もれる原因には、
火山の噴火に伴う火山灰や火さい流、河川のはんらんによる土砂のたい積、地しんなどに伴
う地すべり、海面上昇などさまざまなものがあります。
　　埋没林は、その森林が生育していた場所の全体が地下に密

みっぺい

閉され、木の株だけでなく種子
や花粉、こん虫などが残っているため、当時のかん境を推定する大きな手がかりとなります。
　　図 1は魚津市の埋没林付近の地形を示したものです。色が濃

こ

い程、標高が高いことを示し
ています。このような地形の場所は地下水が地表付近を流れていることが多く、埋没した林
のすき間を地下水が満たすことで、海水などによる林の腐

ふしょく

食を防ぎ、保存されると考えられ
ています。

写真　魚津埋没林
（魚津埋没林博物館にて撮

さつ

影
えい

）
図 1 �（引用：国土地理院）

AA

BB

問 1　図 1中の地点Aと地点Bの様子の違いを説明した文として正しいものを、次のア～エ
から選び、記号で答えなさい。

ア．地点Aで見られる石は地点Bのものよりも大きく、角がある。
イ．地点Aで見られる石は地点Bのものよりも大きく、丸みがある。
ウ．地点Aで見られる石は地点Bのものよりも小さく、角がある。
エ．地点Aで見られる石は地点Bのものよりも小さく、丸みがある。

問 ２　当時のかん境を知る大きな手
て が

掛かりとなるような化石を、何というか答えなさい。

問 ３　問 ２の例として正しいものを、次のア～エからすべて選び、記号で答えなさい。

ア．サンゴ　　　イ．ホタテ　　　ウ．ブナの葉　　　エ．サンヨウチュウ
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　　図 ２は断層運動によって埋没林ができる過程を模式的に示したものです。また、断層が生
じる際、多くの場合は地しんも同時に起こることが知られています。

図 2

問 ４　図 2のような断層を特に何というか答えなさい。

問 ５　図 2のような断層は、どのような力が加わってできた断層であると考えられますか。
次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア イ ウ エ

　　地しんが生じるときには岩ばんがずれ動くことによって地中に振動が生じ、周囲に波とし
て伝わります。この波のことを地しん波と呼びます。地しん波が地表に到達し、地面が揺

ゆ

り
動かされることによって、私たちは地しんの揺れを感じます。
　　地しん波は、P波とS波の ２つに分けられ、P波は縦波（波の進行方向と同じ方向に振動す
る波）であり、S波は横波（波の進行方向に対して垂直な方向に振動する波）です。ふつう、地
しんは、P波により上下方向の小刻みな揺れが伝わった後にS波により横方向の揺れが伝わり
ます。これは、P波がS波よりも速く伝わるためです。P波とS波の到達時間の差から、しん
源までのおよその距

きょ

離
り

がわかるので、しん源の決定に利用されています。
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問 ６　日本では観測地点で感じた地しんの揺れの大きさをしん度として表しています。しん
度は何階級に分かれるか数値で答えなさい。

問 7　しん度は観測地点における揺れの大きさを表しています。しん度に対して、地しんそ
のものの大きさを示すものを何というか答えなさい。

問 ８　ある地しんがA、B、Cの 3地点で以下のように観測されました。地点Aはしん源から
の距離が600kmであり、AとCのしん源からの距離の差は400kmだということがわかって
います。なお、しん源からこれらの地点までの地

じ

盤
ばん

はほぼ均一であり、地しん波の到達
にかかる時間としん源からの距離は比例するものとします。次の（ 1）～（ 3）に答えなさ
い。

地点A： 11時17分15秒から先に到達する波の揺れが75秒間続き、後に大きな揺れが始まっ
た。

地点B：11時17分40秒に遅れて到達する波による大きな揺れが始まった。
地点C： 11時16分25秒から先に到達する波の揺れが25秒間続き、後に大きな揺れが始まっ

た。

（ 1）　先に到達する小さい揺れを引き起こす波の伝わる速さは秒速何kmか答えなさい。

（ 2）　地点Bのしん源からの距離は何kmか答えなさい。

（ 3）　この地しんが発生した時刻は何時何分何秒か答えなさい。

問 ９　駿
する

河
が

湾
わん

（静岡県）から日
ひゅう

向
が

灘
なだ

沖
おき

（宮崎県）までのフィリピン海プレートとユーラシア
プレートが接するところに溝状の地形がみられます。この地形がある区域は30年以内に
巨大地しんが発生する可能性が高いといわれています。この地形を何というか答えなさ
い。
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　　地しん波はいろいろな性質をもっており、地しん波の伝わり方を知ることで地球内部のこ
とを調べることができます。P波とS波はそれぞれ性質が異なる波であり、P波は液体中でも
固体中でも伝わることができますが、S波は固体中のみにしか伝わることができません。

問10　図 3は地球内部の地しん波の伝わり方を模式的に示したものです。P波とS波の伝わり
方からマントル、外かくの物質の状態はどのようになっていると考えられますか。図を
もとに考え、正しいものを次のア、イからそれぞれ 1つずつ選び、記号で答えなさい。

ア．固体　　　イ．液体

P波が届かない

しん源

地かく

P波が届かない

S波が届かない

マントル

外かく

内かく

図 ３
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４ 　1９世紀、ハンス・クリスティアン・エルステッドは電流が流れている導線付近の方位磁針
が北を向かないことに疑問をもち、電流と磁石の関係を発見しました。

問 1　（ 1）、（ 2）のそれぞれにあてはまるものを、次のア～キからすべて選び、記号で答え
なさい。

（ 1）　電気をよく通す物体。

（ 2）　磁石を近づけたとき、磁石にくっつく物体。

　ア．スチール缶　　イ．ペットボトル　　ウ．アルミニウムはく　　エ．消しゴム
　オ．銅球　　　　　カ．木片　　　　　　キ．ニッケル板

　　電流と磁石の関係を知った農太君は夏休みの自由研究としてさまざまな実験を行いました。
　まず、導線の上に方位磁針を置き、大きさが ５ Aで向きがわからない電流を導線に流しまし
た。すると、方位磁針は図 1のように振

ふ

れました。

導線

図 1
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問 ２　図 2、 3の導線に大きさ 5 Aの電流が流れていたとき、方位磁針の針の振れはどのよ
うになると考えられますか。次のア～キからそれぞれ 1つずつ選び、記号で答えなさい。

方位磁針

電流

電流

導線

導線

図 2 図 3

ア

オ カ キ

イ ウ エ

問 ３　図 2、 3の導線に流す電流をわずかに大きくしたとき、針の振れはどのようになると
考えられますか。次のア～キからそれぞれ 1つずつ選び、記号で答えなさい。

ア

オ カ キ

イ ウ エ
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　　 1学期に、回路の形によって流れる電流の大きさが変化することを学んだ農太君は、そ
のことを利用して複数の回路をつくり、いろいろな実験を行いました。
　　回路は、電圧の大きさが ９ Vの電池、電気抵

ていこう

抗の大きさが ３Ωの電熱線A、電気抵抗の大
きさが ６Ωの電熱線B、電流計、導線を用いてつくりました。また、電熱線は電流が流れ
ると熱を放出します。この熱で水を温めるとき、熱はすべて水温上昇に使われ、水全体が
均一に温まるものとします。

問 ４　図 4、 5の電流計に流れる電流の大きさは何Aですか。それぞれ答えなさい。

A

9V

電熱線A：3Ω

A

9V

電熱線B：6Ω

図 ４ 図 ５
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問 ５　図 4、 5の回路の電熱線A、Bを水100gに入れ電流を流したとき、電流を流した時
間と、水の上昇温度の関係を表すグラフとして正しいものはどれですか。次のア～エ
から選び、記号で答えなさい。

ア

20

10

0 5

水
の
上
昇
温
度

〔℃〕

電流を流した時間〔分〕

電熱線B

電熱線A

イ

20

10

0 5

水
の
上
昇
温
度

〔℃〕

電流を流した時間〔分〕

電熱線A

電熱線B

ウ

20

0 5

水
の
上
昇
温
度

〔℃〕

電流を流した時間〔分〕

電熱線B電熱線A

エ

20

0 5

水
の
上
昇
温
度

〔℃〕

電流を流した時間〔分〕

電熱線A
電熱線B
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問 ６　図 6の電熱線A、Bを水200gに入れて電流を10分間流しました。このとき、問 5の
結果から水の上昇温度は何℃になると考えることができますか。

A

9V

電熱線B

電熱線A

図 ６

問 7　図 7のように回路（a）～（e）をつくり電流を10分間流したとき、水の上昇温度が大き
い回路から順に並べなさい。なお、電池の電圧はすべて 9 Vとします。

9V

（a）

水100〔g〕

電熱線B

電熱線A

（c）

電熱線B

電熱線B

（b）

電熱線A

電熱線A

（d）

電熱線A

（e）

電熱線B

図 ７
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問 ８　図 8のように方位磁針X、Yを回路上に置いて電流を流したとき、方位磁針の針の振
れはどのようになると考えられますか。おおよその位置をN極、S極がわかるようにそ
れぞれ作図しなさい。ただし、方位磁針は真下にある導線に流れる電流からの影

えいきょう

響は
受けるが、周囲の導線からは影響を受けないものとします。

Y

A

A

X

電熱線B 電熱線B

電熱線A

9V

図 ８
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一	
次
の
①
～
④
の
傍
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
、
⑤
～
⑧
の
傍
線
部
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら

が
な
で
答
え
な
さ
い
。
ま
た
、
送
り
仮
名
が
必
要
な
場
合
は
送
り
仮
名
を
付
し
な
さ
い
。

①　

鬼
の
よ
う
な
ギ
ョ
ウ
ソ
ウ
っ
て
見
た
こ
と
あ
る
？

②　

父
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
た
手
サ
ゲ
袋
を
大
事
に
使
う
。

③　

彼
女
な
ら
ノ
ー
マ
ー
ク
の
シ
ュ
ー
ト
を
ヨ
ウ
イ
に
決
め
る
。

④　

長
い
間
病
院
に
通
い
、
よ
う
や
く
傷
が
カ
ン
チ
す
る
。

⑤　

話
が
う
ま
す
ぎ
る
と
こ
ろ
が
曲
者
だ
。

⑥　

内
田
樹
先
生
か
ら
直
筆
の
サ
イ
ン
を
も
ら
う
。

⑦　

疲
れ
が
た
ま
っ
て
い
る
の
で
、
温
泉
で
養
生
す
る
。

⑧　

野
球
の
試
合
で
脱
臼
し
た
右
肩
の
骨
を
接
ぐ
。

二	

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。
な
お
設
問
の
都
合
上
、
本
文
の
一
部
に
手
を
加

え
て
あ
り
ま
す
。

　
※
１

モ
ビ
リ
テ
ィ
政
策
を
進
め
る
う
え
で
も
っ
と
も
重
要
で
、
も
っ
と
も
難
し
い
の
は
市
民
の
理
解
と
協
力

だ
と
思
う
。

　

自
動
車
社
会
の
進
展
に
は
、
１

市
民
の
「
エ
ゴ
」
が
あ
っ
た
。
交
通
弱
者
の
た
め
に
は
、
本
来
、
民
間
経
営

で
成
り
立
っ
て
い
る
鉄
道
・
バ
ス
と
い
っ
た
公
共
交
通
を
、
誰
も
が
利
用
す
る
こ
と
で
、
そ
の
事
業
性
を
高
め
、

存
続
さ
せ
る
協
力
行
動
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
雨
の
日
に
バ
ス
に
乗
る
の
は
面
倒
、
混
ん
で
い
る
か
ら
い

や
、
乗
り
換
え
が
多
い
か
ら
面
倒
…
…
等
の
市
民
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
に
よ
っ
て
、
公
共
交
通
は
廃
れ
、
自
動
車

社
会
に
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
自
動
車
も
魅
力
的
な
乗
り
も
の
で
あ
る
。
エ
ア
コ
ン
が

効
き
、
音
楽
や
テ
レ
ビ
が
見
れ
る
し
、
座
っ
て
い
ら
れ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
車
内
で
食
事
が
で
き
る
し
、

駐
車
し
て
い
れ
ば
昼
寝
だ
っ
て
で
き
る
。
自
動
車
は
ま
さ
に
居
住
空
間
に
ほ
か
な
ら
な
い
。（
①
）

　

モ
ビ
リ
テ
ィ
分
野
は
、
鉄
道
会
社
、
バ
ス
会
社
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
い
う
、
各
社
の
市
場
競
争
の
な
か
で

成
立
し
て
き
た
。
現
状
は
、
各
社
の
知
恵
比
べ
と
技
術
開
発
競
争
の
な
か
で
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
軍
配
が
上

が
っ
た
と
い
う
だ
け
の
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
市
場
競
争
は
悪
い
こ
と
で
は
な
い
。
競
争
に
よ
り
、
モ
ビ

リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
高
ま
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
は
市
民
に
と
っ
て
も
良
い
こ
と
で
あ
る
。
鉄
道
・
バ
ス
会

社
も
十
分
に
頑
張
っ
て
い
る
と
思
う
。（
②
）

　

モ
ビ
リ
テ
ィ
を
考
え
る
う
え
で
、
も
う
一
つ
忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
あ
る
。
モ
ビ
リ
テ
ィ
は
、「
都
市
」

と
い
う「
公
共
空
間
」の
な
か
で
成
り
立
っ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
道
路
と
い
う「
公

共
空
間
」
を
、
市
民
は
利
用
し
、
移
動
し
て
い
る
。
一
人
の
人
間
が
、
自
身
の
移
動
の
た
め
に
大
き
な
ス
ペ
ー

ス
を
占
拠
し
た
な
ら
、
他
の
人
は
ど
う
思
う
だ
ろ
う
か
。
電
車
の
な
か
で
、
大
股
を
広
げ
て
、
二
人
分
の
ス

ペ
ー
ス
を
占
拠
し
、
座
っ
て
い
る
人
が
い
た
な
ら
、
み
な
さ
ん
は
何
と
言
う
か
。
２

そ
れ
と
同
じ
こ
と
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
移
動
は
、
人
間
が
生
き
る
た
め
に
必
要
な
行
為
で
あ
る
。
す
べ
て
の
人
間
が
移
動
す
る
権
利
を
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持
っ
て
い
る
し
、
そ
れ
は
永
久
に
保
護
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
人
び
と
は
、
他
人
の
移
動
権
を
保
全
す
る

た
め
に
、
協
力
行
動
を
と
る
こ
と
も
必
要
に
な
る
。

　

Ａ

　

こ
の
話
は
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
分
野
に
も
あ
て
は
ま
る
話
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
都
市
は
、
ま
さ
に
「
共
有
地
」

で
あ
り
、「
牛
」
は
自
身
の
「
移
動
時
の
満
足
度
」
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
身
の
満
足
度
（
牛
）
を
最
大
化

す
る
た
め
、
牧
草
（
都
市
空
間
、
さ
ら
に
は
石
油·

電
気
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
も
波
及
す
る
で
あ
ろ
う
）
を
無

尽
蔵
に
消
費
す
る
こ
と
は
、
市
民
全
員
が
「
３

悲
劇
」
を
被
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
悲
劇
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、
や
は
り
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
状
況
を
正
確
に

理
解
し
、「
無
尽
蔵
な
消
費
」
を
妨
げ
る
「
公
共
心
」
を
持
ち
合
わ
せ
る
こ
と
以
外
に
な
い
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、

見
識
あ
る
良
識
人
と
し
て
の
交
通
行
動
を
す
る
「
モ
ビ
リ
テ
ィ
市
民
」
の
育
成
が
必
要
不
可
欠
だ
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。（
③
）

　

で
は
、
市
民
が
「
公
共
心
」
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
ど
う
す
る
の
か
。「
コ
モ
ン
ズ
の
悲
劇
」
は
、

も
う
一
つ
の
打
開
策
も
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、「
行
政
政
策
と
し
て
有
償
で
利
害
関
係
者
に
所

有
権
、
あ
る
い
は
独
占
権
を
与
え
て
管
理
さ
せ
る
事
に
よ
っ
て
、
悲
劇
を
防
ぐ
事
が
出
来
る
」
と
い
う
の
で
あ

る
。（
④
）

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
政
策
で
は
、
市
民
の
協
力
を
得
る
た
め
の
「
公
共
心
」
の
醸
成
と
、
そ
れ

に
基
づ
く
協
力
の
呼
び
か
け
、
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
「
お
願
い
と
市
民
の
行
動
変
容
に
〝
期
待
〟
す
る
」
だ

け
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
で
も
エ
ゴ
を
通
し
た
い
人
に
は
一
定
の
「
経
済
的
な
負
担
」
を
担
っ
て
も
ら
う

明
確
な
政
策
方
針
を
示
す
こ
と
が
重
要
だ
と
、
私
は
考
え
て
い
る
。（
⑤
）

　

で
は
、
４

「
公
共
心
」
を
醸
成
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
の
か
。
一
言
で
い
え
ば
、「
教
育
」
で

あ
る
。

　

小
学
校
で
は
社
会
科
の
教
育
が
あ
る
が
、
こ
の
な
か
で
も
っ
と
ま
ち
づ
く
り
や
モ
ビ
リ
テ
ィ
政
策
に
関
す
る

教
育
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。
公
共
交
通
の
利
用
促
進
を
専
門
と
す
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
研
究
者
で
あ

る
谷
口
綾
子
准
教
授
（
筑
波
大
学
）
ら
が
行
っ
た
研
究
に
よ
れ
ば
、
学
校
の
授
業
で
子
供
た
ち
に
「
ク
ル
マ
に

乗
る
こ
と
は
よ
く
な
い
、
公
共
交
通
を
利
用
す
る
と
環
境
に
も
健
康
に
も
よ
い
…
…
云う

ん
ぬ
ん々

」
と
教
え
る
と
い
う
。

す
る
と
生
徒
が
帰
宅
し
て
の
夕
食
時
に
、
家
族
と
こ
ん
な
会
話
が
交
わ
さ
れ
る
ら
し
い
。

　
「
今
日
は
、
ク
ル
マ
と
電
車
の
お
話
を
聞
い
た
よ
。
ク
ル
マ
は CO

2 

を
た
く
さ
ん
出
す
か
ら
地
球
が
熱
く
な

る
ん
だ
っ
て
。
そ
れ
で
も
っ
て
、
ク
ル
マ
に
乗
る
と
交
通
事
故
と
か
に
も
あ
う
か
ら
、
危
な
い
で
し
ょ
。
電
車

が
使
え
る
な
ら
、
で
き
る
だ
け
使
っ
た
方
が
い
い
ん
だ
っ
て
。
パ
パ
や
マ
マ
は
い
つ
も
ク
ル
マ
だ
か
ら
心
配

…
…
」

　

子
供
に
諭さ

と

さ
れ
る
と
、
親
も
公
共
交
通
を
利
用
す
る
よ
う
努
力
を
始
め
る
ら
し
い
。
子
供
教
育
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
の
有
効
性
は
、
都
市
計
画
等
の
学
問
分
野
で
も
、
昔
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
有
効
な
取

組
み
だ
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

　

一
方
、
大
人
た
ち
に
公
共
心
を
育
ま
せ
る
方
法
は
ど
う
か
。
最
近
、
行
動
経
済
学
と
い
う
分
野
の
「
５

ナ
ッ

ジ
理
論
」
と
い
う
手
法
が
、
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
の
受
賞
で
注
目
さ
れ
て
い
る
。「
ナ
ッ
ジ
」
と
は
、
人
間
が
不

完
全
な
選
択
行
動
に
導
か
れ
や
す
い
こ
と
を
理
解
し
た
う
え
で
、「
正
し
い
行
動
」を
と
ら
せ
る
た
め
に
生
み
出
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さ
れ
た
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
。
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
政
府
に
お
い
て
納
税
率
の
低
さ
が
問
題
視
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
税
金
滞
納

者
に
対
し
て
「
あ
な
た
の
住
む
地
域
の
ほ
と
ん
ど
の
人
は
期
限
内
に
納
税
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
趣
旨
の
手
紙

を
送
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
滞
納
者
は
強
い
社
会
的
圧
力
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
結
果
と
し
て
納
税
率
は

六
八
％
か
ら
八
三
％
に
増
加
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
シ
カ
ゴ
の
学
校
の
例
で
は
、
生
徒
た
ち
が
野
菜
な
ど
身
体

に
良
い
も
の
を
食
べ
な
い
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て
い
た
た
め
、
利
用
者
が
手
に
取
り
や
す
い
位
置
に
サ
ラ
ダ
な

ど
を
置
く
こ
と
で
、
無
意
識
に
健
康
に
よ
い
食
べ
も
の
を
摂
る
よ
う
に
な
り
、
健
康
食
品
を
選
ぶ
人
の
割
合
が

以
前
に
比
べ
て
三
五
％
も
増
え
た
と
い
う
。
存
在
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
で
選
択
さ
せ
る
と
い
う
手
法
は
、
ま
さ

に
行
動
経
済
学
に
基
づ
く
王
道
の
ナ
ッ
ジ
理
論
だ
と
い
わ
れ
る
。
人
間
は
、
あ
る
情
報
を
受
け
る
こ
と
で
、
本

人
の
自
由
意
志
の
も
と
で
、
正
し
い
行
動
を
と
る
〝
可
能
性
〟（
強
要
で
は
な
い
こ
と
が
重
要
）
が
あ
る
と
い
う

の
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
取
組
み
は
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
分
野
で
は
二
〇
〇
〇
年
ご
ろ
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
て
き
た
。
モ
ビ
リ

テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
手
法
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

ま
ず
市
民
の
住
宅
に
、
次
の
こ
と
を
記
載
し
た
広
報
資
料
を
配
布
す
る
。
自
動
車
を
使
う
こ
と
で
交
通
事
故

に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
の
リ
ス
ク
、
自
動
車
利
用
が
原
因
の
運
動
不
足
が
健
康
被
害
に
発
展
す
る
リ
ス
ク
、

さ
ら
に
は
地
球
温
暖
化
の
脅
威
等
を
示
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
理
解
を
促
し
た
あ

と
で
、
広
報
物
の
中
に
、
そ
っ
と
一
枚
の
公
共
交
通
チ
ケ
ッ
ト
を
入
れ
、「
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
」
と
記
し
て
、
公
共
交
通
の
試
し
乗
り
を
促
す
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
自
動
車
利
用
か
ら
公
共
交
通
利
用
に

転
換
す
る
行
動
が
増
加
す
る
こ
と
が
、
学
術
的
に
も
立
証
さ
れ
て
い
る
。

　

モ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
意
識
啓
発
情
報
の
提
供
を
、
ナ
ッ
ジ
理
論
等
に
基
づ
い
て
実
践
す
る
に
は
、
政
策
立

案
者
は
つ
ね
に
市
民
と
の
接
点
に
配
慮
し
、
教
育
の
た
め
の
※
２

エ
ビ
デ
ン
ス
材
料
を
蓄
積
し
、
市
民
に
共
有

で
き
る
環
境
を
作
っ
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
市
民
の
行
動
実
績
を
常
時
捕
捉
し
、
ど
の
よ
う
な
情
報
提
供
が
有
効
で
あ
る
の
か
を
考
え
、
適
切

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
適
切
な
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
が
重
要
だ
と
言
え
よ
う
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
市
民
に
公
共
心
を
沸わ

き
立
た
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
都
市
計
画
の
分
野
で
は
、

古
く
か
ら
６N

IM
BY

（〝N
ot In M

y Back Y
ard

〟
─
我
が
家
の
裏
に
は
御
免
─
）
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
ご
み
処
理
場
な
ど
の
迷
惑
施
設
は
〝
私
に
は
必
要
〟
で
あ
る
が
、〝
私
の
家
の
近
く
で
は
困
る
〟
と

い
っ
た
よ
う
な
事
例
が
あ
る
。
交
通
分
野
も
、
こ
の
よ
う
な
「
自
分
だ
け
は
○
○
し
て
も
大
丈
夫
！
」
と
い
う

発
想
が
常
に
市
民
の
中
に
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
で
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
政
策
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
従
来
の

モ
ビ
リ
テ
ィ
分
野
の
政
策
立
案
者
、
研
究
者
、
技
術
者
が
重
視
し
て
き
た
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・
維
持
管
理
、

補
助
金
等
の
※
３

支
援
ス
キ
ー
ム
を
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
と
し
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
は「
モ
ビ
リ
テ
ィ
市
民
の
育

成
」
と
い
っ
た
取
組
み
が
、
７

持
続
可
能
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
の
た
め
に
必
要
に
な
る
と
言
え
よ
う
。

（
安
藤
章
『
近
未
来
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
ま
ち
づ
く
り
』
に
よ
る
）
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※
１　

モ
ビ
リ
テ
ィ
政
策
…
… 

多
様
な
交
通
機
関
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
一
人
一
人
の
移
動
が
個
人
的
に
も
社

会
的
に
も
望
ま
し
い
も
の
へ
と
自
発
的
に
変
化
す
る
こ
と
を
促
す
政
策
。

※
２　

エ
ビ
デ
ン
ス
材
料
…
… 

根
拠
と
な
る
材
料
。

※
３　

支
援
ス
キ
ー
ム
…
… 

支
援
計
画
。

問
一　

傍
線
部
１
「
市
民
の
「
エ
ゴ
」」
の
具
体
例
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選

び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

自
宅
の
周
辺
の
交
通
環
境
が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
が
困
難
な
た
め
、

自
家
用
車
を
利
用
す
る
。

イ　

満
員
の
バ
ス
に
乗
る
と
酔
っ
て
し
ま
い
周
り
の
乗
客
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
た
め
、
自
家
用

車
を
利
用
す
る
。

ウ　

足
を
骨
折
し
て
し
ま
い
、
松
葉
づ
え
で
は
普
段
利
用
し
て
い
る
満
員
電
車
に
乗
れ
な
い
た
め
、

通
学
に
自
家
用
車
を
利
用
す
る
。

エ　

病
院
に
通
う
た
め
に
利
用
す
る
バ
ス
が
半
日
に
一
本
し
か
出
て
い
な
い
た
め
、
自
家
用
車
を
利

用
す
る
。

オ　

移
動
中
の
時
間
を
友
人
と
大
騒
ぎ
し
て
楽
し
く
過
ご
す
た
め
に
、
周
り
の
人
を
気
に
し
な
い
で

す
む
自
家
用
車
を
利
用
す
る
。

問
二　

本
文
か
ら
次
の
一
文
が
抜
け
て
い
ま
す
。
正
し
い
位
置
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
本
文
中
の

（
①
）～（
⑤
）
の
中
か
ら
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　

 

た
だ
、
自
動
車
と
い
う
移
動
可
能
な
居
住
空
間
が
、
市
民
す
な
わ
ち
市
場
の
利
己
的
な
ハ
ー
ト
を
強

烈
に
惹
き
つ
け
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。

問
三　

傍
線
部
２
「
そ
れ
と
同
じ
こ
と
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も

の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

他
人
に
迷
惑
を
か
け
う
る
危
険
な
行
動
は
ど
ん
な
場
面
で
も
絶
対
に
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う

こ
と
。

イ　

自
分
勝
手
な
行
動
を
す
る
人
は
周
囲
に
不
快
感
を
与
え
る
の
で
、
周
り
か
ら
見
放
さ
れ
て
孤
独

に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
。

ウ　

電
車
に
限
ら
ず
公
共
空
間
を
利
用
す
る
際
に
は
、
他
の
利
用
者
の
利
益
が
最
大
に
な
る
よ
う
に

献
身
的
に
行
動
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
。

エ　

日
常
生
活
に
お
い
て
嫌
な
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
何
も
言
わ
ず
に
我
慢
し
て
耐
え
た
ほ
う

が
よ
い
と
い
う
こ
と
。

オ　

公
共
の
場
で
は
好
き
勝
手
に
ふ
る
ま
う
の
で
は
な
く
、
良
識
あ
る
行
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
。
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問
四　

空
欄

Ａ

に
は
次
の
ア
～
オ
の
文
が
入
り
ま
す
。
適
切
な
順
序
に
並
び
替
え
た
と
き
、
二
番
目
と

四
番
目
に
な
る
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

自
身
の
所
有
地
で
あ
れ
ば
、
牛
が
牧
草
を
食
べ
尽
く
さ
な
い
よ
う
に
数
を
調
整
す
る
が
、「
共

有
地
」
で
あ
る
と
、
自
身
が
牛
を
増
や
さ
な
い
と
他
の
農
民
が
牛
を
増
や
し
て
し
ま
い
、
自
身

の
取
り
分
が
減
っ
て
し
ま
う
の
で
、
牛
を
無
尽
蔵
に
増
や
し
続
け
る
と
い
う
結
果
に
な
る
。

イ　

農
民
は
利
益
の
最
大
化
を
求
め
て
よ
り
多
く
の
牛
を
放
牧
す
る
。

ウ　
「
コ
モ
ン
ズ
（
共
有
化
）
の
悲
劇
」
と
い
う
話
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

エ　

こ
う
し
て
農
民
が
共
有
地
を
自
由
に
利
用
す
る
限
り
、
資
源
で
あ
る
牧
草
地
は
荒
れ
果
て
、
結

果
と
し
て
す
べ
て
の
農
民
が
被
害
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

オ　

経
済
法
則
の
話
だ
が
、
共
有
地
で
あ
る
牧
草
地
に
複
数
の
農
民
が
牛
を
放
牧
し
て
い
る
と
し
よ

う
。

問
五　

傍
線
部
３
「
悲
劇
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
適
当
で
な
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ

の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

お
盆
の
時
期
に
多
く
の
人
が
車
で
帰
省
し
よ
う
と
し
て
高
速
道
路
が
渋
滞
す
る
。

イ　

車
を
所
有
し
て
い
る
人
と
所
有
し
て
い
な
い
人
と
の
間
の
生
活
水
準
に
差
が
出
る
。

ウ　

交
通
量
の
増
加
に
伴
い
交
通
事
故
が
頻
繁
に
起
こ
る
よ
う
に
な
る
。

エ　

車
を
動
か
す
た
め
に
化
石
燃
料
を
使
用
し
資
源
が
ひ
っ
迫
す
る
。

オ　

車
か
ら
出
る
排
気
ガ
ス
が
空
気
を
汚
染
し
、
地
球
温
暖
化
が
進
行
す
る
。

問
六　

傍
線
部
４
「「
公
共
心
」
を
醸
成
す
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
結
果
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
す

か
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

家
庭
で
の
家
族
間
の
会
話
が
増
え
、
核
家
族
化
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

イ　

車
し
か
利
用
し
て
い
な
か
っ
た
人
た
ち
が
車
で
は
な
く
電
車
を
利
用
し
始
め
る
。

ウ　

住
民
が
協
力
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
に
お
互
い
の
行
動
を
監
視
す
る
よ
う
に
な
る
。

エ　

地
域
の
中
で
自
分
の
こ
と
し
か
考
え
な
い
人
に
対
す
る
非
難
が
強
ま
る
。

オ　

市
民
が
個
人
の
利
益
を
追
求
し
な
く
な
り
政
府
の
権
力
が
強
化
さ
れ
る
。
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問
七　

傍
線
部
５
「
ナ
ッ
ジ
理
論
」
と
あ
り
ま
す
が
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
分
野
に
お
け
る
「
ナ
ッ
ジ
理
論
」
の
実
践

の
説
明
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

現
在
あ
ま
り
目
立
っ
て
い
な
い
公
共
交
通
機
関
の
魅
力
を
人
々
に
認
識
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
利
用
者
を
増
や
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
。

イ　

科
学
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
、
自
動
車
利
用
者
の
行
動
パ
タ
ー
ン
を
特
定
し
、
利
用
者
そ
れ

ぞ
れ
が
抱
え
る
問
題
を
解
決
す
る
と
い
う
こ
と
。

ウ　

公
共
交
通
機
関
を
利
用
せ
ず
、
自
動
車
を
利
用
す
る
人
々
の
行
動
を
厳
罰
化
す
る
こ
と
で
、
自

動
車
利
用
者
の
意
識
を
変
え
る
と
い
う
こ
と
。

エ　

一
方
的
な
情
報
伝
達
で
は
な
く
、
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
自
動
車
利
用
者
の
意
識
改
革
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
。

オ　

自
動
車
利
用
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
誇
張
す
る
こ
と
で
、
反
論
の
余
地
を
与
え
る
こ
と
な
く
、
利
用

者
の
行
動
を
制
限
す
る
と
い
う
こ
と
。

問
八　

傍
線
部
６
「N

IM
BY

（〝N
ot In M

y Back Y
ard

〟
─
我
が
家
の
裏
に
は
御
免
─
）」
と
あ
り
ま
す

が
、
筆
者
が
こ
の
言
葉
を
用
い
て
言
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。
最
も
ふ
さ

わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

す
べ
て
の
市
民
が
平
等
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
自
身
で
は
な
く
他
者
を
優
先

す
る
暮
ら
し
方
に
変
え
て
い
く
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
。

イ　

ご
み
処
理
場
な
ど
の
迷
惑
施
設
を
ど
う
扱
う
か
と
い
う
問
題
は
、
行
政
に
頼
る
の
で
は
な
く
、

市
民
の
力
で
解
決
を
目
指
し
た
ほ
う
が
良
い
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

ウ　

誰
も
嫌
な
思
い
を
し
な
く
て
す
む
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
市
民
が
日
ご
ろ
か
ら
お
互
い
の
こ

と
を
思
い
や
っ
て
生
活
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

エ　

こ
れ
ま
で
市
民
全
体
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
た
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
市
民
と
政
府
が

協
力
し
つ
つ
モ
ビ
リ
テ
ィ
政
策
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
。

オ　

市
民
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
に
は
、
特
定
の
人
が
不
遇
な
状
況
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
み
な
で

負
担
を
分
担
し
よ
う
と
心
掛
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。
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問
九　

傍
線
部
７
「
持
続
可
能
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も

の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

市
民
が
自
動
車
の
利
用
制
限
を
受
け
入
れ
、
公
共
空
間
か
ら
公
共
交
通
機
関
以
外
の
自
動
車
が

姿
を
消
し
た
社
会
。

イ　

市
民
が
自
ら
公
共
心
を
育
む
こ
と
で
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
政
策
が
な
く
て
も
、
積
極
的
に
公
共
交
通

機
関
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
る
社
会
。

ウ　

一
人
ひ
と
り
が
利
己
的
な
考
え
を
捨
て
、
自
ら
の
不
利
益
に
な
る
こ
と
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を

選
択
す
る
こ
と
で
成
り
立
つ
社
会
。

エ　

自
動
車
を
利
用
す
る
人
も
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
人
も
無
理
な
く
快
適
な
暮
ら
し
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
社
会
。

オ　

自
動
車
を
利
用
で
き
な
い
こ
と
で
生
じ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
を
解
決
す
る
た
め
に
、
人
々
が
互
い
に

助
け
合
っ
て
生
活
し
て
い
く
社
会
。

三	

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。
な
お
設
問
の
都
合
上
、
本
文
の
一
部
に
手
を
加

え
て
あ
り
ま
す
。

　

日
々
、
他
人
の
視
線
を
怖
れ
る
人
は
、
べ
つ
に
コ
ロ
ナ
禍
が
起
こ
ら
な
く
て
も
、
以
前
か
ら
い
た
。
花
粉
症

の
季
節
で
な
い
の
に
マ
ス
ク
を
す
る
、
そ
ん
な
人
が
い
つ
の
ま
に
か
す
こ
し
ず
つ
増
え
て
い
た
よ
う
な
気
が
す

る
。
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
人
だ
け
で
は
な
い
。
往
来
で
も
電
車
の
な
か
で
も
、
１

人
び
と
は
見
え
な
い
マ
ス
ク

も
つ
け
だ
し
て
い
た
。
ま
わ
り
を
「
な
い
こ
と
」
に
す
る
と
い
う
マ
ス
ク
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
な
か
で
た
が
い

に
視
線
が
合
わ
な
い
よ
う
宙
を
見
つ
め
る
人
。
前
に
高
齢
者
や
妊
婦
が
立
っ
て
い
て
も
、
近
く
で
騒
い
で
い
る

人
が
い
て
も
、
気
づ
い
て
い
な
い
ふ
り
を
し
て
ス
マ
ホ
に
見
入
る
人
。
い
や
、
気
づ
い
て
い
な
い
ふ
り
で
は
な

く
、
ほ
ん
と
う
に
気
づ
い
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
透
明
の
耳
栓
で
耳
を
塞
ぐ
こ
と
。
あ
え
て
ま
わ
り
の

人
に
関
心
を
も
た
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
そ
の
こ
と
に
わ
た
し
た
ち
は
知
ら
ぬ
ま
に
慣
れ
き
っ
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

　

関
心
を
英
語
で
い
え
ば
イ
ン
タ
レ
ス
ト
、
そ
れ
は
ラ
テ
ン
語inter-esse

に
由
来
す
る
語
で
、
直
訳
す
れ

ば
、
た
が
い
に
関
係
し
あ
っ
て
（inter

）
あ
る
こ
と
（esse

）。
だ
か
ら
利
害
と
も
訳
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
ま

わ
り
を
「
な
い
こ
と
」
に
す
る
と
は
、
文
字
ど
お
り
関
係
を
も
つ
こ
と
、
他
人
に
関
与
す
る
こ
と
を
拒
む
と
い

う
こ
と
だ
。

　
２

で
も
、
こ
れ
を
異
例
な
事
態
と
考
え
な
い
ほ
う
が
い
い
。
マ
ス
ク
に
あ
た
る
も
の
を
わ
た
し
た
ち
は
こ
れ

ま
で
も
ず
っ
と
つ
け
て
き
た
。
た
ぶ
ん
そ
こ
に
は
二
つ
の

Ａ

が
あ
っ
た
。

　

一
つ
は
、「
感
染
予
防
」。
呼
吸
と
と
も
に
ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に
入
る
の
を
防
ぐ
と
い
う
わ
け
だ
。
何
か
を
入

れ
て
何
か
を
入
れ
な
い
。「
感
染
」と
い
う
の
は
、
こ
こ
で
は
、
た
が
い
に
別
で
あ
る
べ
き

0

0

0

0

も
の
が
入
り
交
じ
ら

な
い
と
い
う
こ
と
。
そ
う
い
う
意
味
で
な
ら
、
私
生
活
や
家
族
の
生
活
を
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
閉
じ
る
玄
関
の

あ
の
厳
重
な
鉄
製
の
ド
ア
が
そ
う
だ
っ
た
。
登
校
が
完
了
す
る
と
す
ぐ
に
閉
ざ
さ
れ
る
あ
の
学
校
の
門
扉
も
そ
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う
だ
し
、
国
と
い
う
単
位
で
い
え
ば
厳
重
な
出
入
国
管
理
も
そ
う
だ
。
ひ
と
は
個
人
や
家
族
や
国
の
内
／
外
の

境
を
こ
ん
な
ふ
う
に
強
く
意
識
し
、
ま
た
規
制
し
て
き
た
、
あ
る
い
は
そ
う
さ
せ
ら
れ
て
き
た
。
集
合
住
宅
の

あ
の
鉄
の
扉
な
ど
、
ま
る
で
社
会
の
い
ろ
ん
な
ほ
こ
ろ
び
は
最
後
は
家
族
で
処
理
し
な
さ
い
と
、
中
か
ら
開
け

る
の
で
は
な
く
て
外
か
ら
閉
め
ら
れ
て
い
る
み
た
い
に
見
え
る
。
人
と
人
の
交
わ
り
を
規
制
す
る
仕
切
り
、
そ

う
い
う
関
所
の
よ
う
な
も
の
が
社
会
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
む
や
み
に
入
り
交
じ
っ
て
は
な

ら
な
い
「
別
に
あ
る
べ
き
も
の
」
は
、
わ
た
し
た
ち
が
選
ん
だ
と
い
う
よ
り
は
、
社
会
の
暗
黙
の
約
束
と
し
て

あ
る
も
の
だ
。
３

だ
か
ら
ほ
ん
と
う
は
そ
う
い
う
か
た
ち
で
し
か
あ
り
え
な
い
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
い

は
ず
だ
。

　

も
う
一
つ
。
じ
ぶ
ん
を
む
き
だ
し
に
し
な
い
と
い
う
意
味
で
は
化
粧
や
衣
服
も
マ
ス
ク
と
本
質
的
に
変
わ
ら

な
い
。
マ
ス
ク
は
た
し
か
に
、
じ
ぶ
ん
と
い
う
も
の
を
護
る
た
め
に
、
じ
ぶ
ん
と
は
異
な
る
〈
他
〉
と
の
接
触

を
遮さ

え
ぎる

Ｂ

で
は
あ
る
。
い
い
か
え
る
と
、〈
他
〉と
の
仕
切
り
を
き
ち
ん
と
し
て
お
か
な
い
と
と
い
う
強

い
意
識
が
あ
る
か
ら
ひ
と
は
マ
ス
ク
を
装
着
す
る
。
そ
う
だ
と
し
て
も
、
し
か
し
、
マ
ス
ク
は
じ
ぶ
ん（
た
ち
）

の
〈
内
〉
を
〈
外
〉
に
た
い
し
て
隠
す

0

0

も
の
だ
と
は
単
純
に
は
い
え
な
い
。

　

マ
ス
ク
は
今
で
こ
そ
異
例
に
見
え
る
が
、
顔
を
む
き
だ
し
に
す
る
こ
と
の
ほ
う
が
、
文
明
社
会
で
は
ず
っ
と

異
例
だ
っ
た
。
こ
れ
は
や
ん
ご
と
な
き

Ｃ

の
人
た
ち
だ
け
か
も
し
れ
な
い
が
、
か
つ
て
公
家
は
眉
を
消

し
て
そ
の
す
こ
し
上
に
そ
れ
こ
そ
繭ま

ゆ
が
た型

に
額
に
描
き
な
お
し
た

─
表
情
の
微
妙
な
変
化
が
眉
の
線
に
出
な

い

─
し
、
婦
人
は
横
髪
を
垂
ら
し
た
り
、
扇
子
を
当
て
た
り
し
て
表
情
を
隠
し
た
。
西
洋
で
は
20
世
紀
に

な
る
ま
で
、
男
性
な
ら
髭
で
表
情
を
見
取
ら
れ
に
く
く
す
る
の
が
あ
た
り
ま
え
だ
っ
た
。
現
代
で
も
、
女
性
は

丹
念
な
化
粧
で
「
す
っ
ぴ
ん
」
を
人
前
で
は
見
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
マ
ス
ク
姿
が
異
様
に
映
る
の
は
、
顔
を
む
き
だ
し
に
す
る
の
が
世
間
の
「
普
通
」
に
な
っ
た
か
ら

だ
。
他
人
と
至
近
距
離
で
接
す
る
の
が
あ
た
り
ま
え
と
な
っ
た
都
市
生
活
で
は
、
た
が
い
に
妙
な

Ｄ

が

な
い
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
素
顔
を
晒さ

ら

す
。
そ
れ
は
、
武
器
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る
た
め
に
素
手

で
握
手
を
す
る
の
と
似
て
い
る
。

　

現
代
の
化
粧
と
い
え
ば
、
一
時
期
、「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
メ
イ
ク
」と
い
う
、
そ
れ
ま
で
の
化
粧
よ
り
い
っ
そ
う
手

の
込
ん
だ
化
粧
法
が
流
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
る
で
メ
イ
ク
し
て
い
な
い
自
然
の
ま
ま
の
顔
み
た
い
に
見
せ

る
と
い
う
の
が
そ
れ
。
ナ
チ
ュ
ラ
ル
（
自
然
の
ま
ま
の
顔
）
を
メ
イ
ク
す
る
（
拵こ

し
らえ
る
）
と
い
う
わ
け
だ
。
素

顔
の
擬
装
で
あ
る
。
こ
の
と
き
素
顔
じ
た
い
が
仮
面
に
な
っ
て
い
る
。
い
や
、
そ
も
そ
も
本
音
を
表
情
で
隠
す

と
き
も
顔
は
す
で
に
偽
り
の
仮
面
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
４

マ
ス
ク
も
メ
イ
ク
も
基
本
的
に
は
変
わ
ら
な
い
。

だ
か
ら
、
極
端
な
こ
と
を
い
え
ば
、
い
ず
れ
マ
ス
ク
の
装
着
が
不
要
に
な
っ
て
も
、
顔
の
下
半
分
を
白
く
、
あ

る
い
は
黒
く
塗
り
た
く
る
よ
う
な
メ
イ
ク
が
現
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
い
や
じ
っ
さ
い
、
マ
ス
ク
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
描
き
入
れ
て
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
よ
う
に
そ
れ
を
身
に
つ
け
る
人
も
出
て
き
て
い
る
。

　

こ
こ
で
思
い
起
こ
し
た
い
の
は
、
マ
ス
ク
と
い
う
言
葉
じ
た
い
が
顔
と
仮
面
を
と
も
に
意
味
す
る
と
い
う
こ

と
だ
。
マ
ス
カ
レ
ー
ド
が
仮
面
舞
踏
会
を
意
味
す
る
よ
う
に
、
マ
ス
ク
は
顔
を
覆
う
仮
面
で
あ
る
が
、
同
時
に

「
彼
は
甘
い
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
」
と
言
う
よ
う
に
、
顔
そ
の
も
の
を
も
意
味
す
る
。
日
本
語
な
ら
「
お
も
て
」

（
面
）
が
そ
う
で
、「
お
も
て
」
は
人
が
被
る
お
面
を
い
う
と
と
も
に
、「
お
も
て
を
あ
げ
ぇ
」
と
い
う
よ
う
に
素

顔
も
意
味
す
る
。
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①②③④⑤

　

こ
れ
ら
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
表
に
出
し
て
い
い
も
の
と
い
け
な
い
も
の
と
が
※
１

峻
別
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
。
峻
別
す
る
と
い
っ
て
も
、
こ
こ
に
何
か

Ｅ

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の

よ
う
に
み
な
す
の
も
ま
た
暗
黙
の
約
束
だ
と
い
う
こ
と
で
し
か
な
い
。
と
い
う
の
も
、
そ
も
そ
も
自
然
に
は
絶

対
に
隠
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
な
ど
な
い
か
ら
だ
。
で
も
そ
の
暗
黙
の
約
束
を
破
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
。
社
会
の
秩
序
と
い
う
も
の
が
そ
れ
に
よ
っ
て
崩
れ
る
か
ら
だ
。

　

秩
序
と
は
、
人
び
と
が
世
界
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
み
な
し
、
区
切
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
だ
。
５

世
界

の
さ
ま
ざ
ま
の
流
動
的
な
要
素
を
一
つ
一
つ
、
不
同
の
も
の

0

0

（
対
象
）
の
集
合
と
し
て
捉
え
な
お
し
て
ゆ
く
こ

と
、
よ
い
も
の
と
わ
る
い
も
の
、
正
し
い
こ
と
と
正
し
く
な
い
こ
と
、
有
益
な
も
の
と
有
害
な
も
の
、
敵
と
味

方
を
し
か
と
区
別
す
る
こ
と
。
生
存
を
安
定
的
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
人
び
と
は
ず
っ
と
そ
う
い
う
共
有
で

き
る
秩
序
を
つ
く
り
、
修
正
し
、
維
持
し
て
き
た
。
混
じ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
、
区
別
を
あ
い
ま
い
に
す
る

も
の
は
、
き
び
し
く
遠
ざ
け
ら
れ
た
。
だ
か
ら
そ
う
い
う
秩
序
に
は
、
人
種
差
別
や
身
分
差
別
、
異
邦
人
の
排

斥
と
い
う
の
が
つ
い
て
ま
わ
っ
た
。
じ
ぶ
ん
（
た
ち
）
と
は
違
う
者
の
排
除
だ
。
そ
れ
ら
は
「
身
の
安
全
を
確

保
す
る
」
と
い
う
名
目
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ド
ア
や
学
校
の
門
扉
、
都
市
の
区
画
な
ど
に
形
を
変
え
て
今
も
残

る
。
眼
を
よ
く
こ
ら
さ
な
い
と
そ
う
と
は
見
え
な
い
バ
リ
ア
ー
と
し
て
。

【
中
略
】

　

マ
ス
ク
は
た
し
か
に
そ
れ
を
装
着
し
て
い
る
人
の
存
在
を
不
明
に
す
る
。
け
れ
ど
も
そ
こ
に
は
、
消
失
の
不

安
と
と
も
に
、
人
を
魅
入
ら
せ
る
妖あ

や

し
さ
も
あ
る
。
他
人
が
、
そ
し
て
じ
ぶ
ん
が
、
何
者
で
も
な
く
な
る
と
い

う
、
ぞ
く
っ
と
す
る
よ
う
な
妖
し
さ
だ
。
そ
れ
は
世
界
が
こ
れ
ま
で
の
か
た
ど
り

0

0

0

0

を
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
の
不

安
で
あ
る
と
と
も
に
、
世
界
が
別
な
ふ
う
に
か
た
ど
ら
れ
な
お
す
こ
と
へ
の
誘
惑
で
も
あ
る
か
ら
だ
。「
も
う

ぼ
く
は
あ
ん
な
仕
切
り
や
区
別
に
わ
ず
ら
わ
さ
れ
な
く
て
い
い
。
ず
っ
と
こ
の
ま
ま
の
同
じ
じ
ぶ
ん
で
な
く
て

も
い
い
の
だ
」
と
い
う
、
６

こ
れ
ま
で
の
「
普
通
」
が
も
は
や
「
普
通
」
で
な
く
な
る
こ
と
へ
の
密
や
か
な
願

望
と
い
っ
て
も
い
い
。
仮
面
の
妖
し
さ
に
は
、
そ
う
い
う
未
だ
見
た
こ
と
の
な
い
光
景
へ
と
世
界
を
組
み
換
え

る
、
そ
う
い
う
誘
い
が
あ
る
。

　

ウ
イ
ル
ス
禍
は
、
わ
た
し
た
ち
が
共
有
し
て
い
る
生
き
も
の
と
し
て
の
秩
序
が
、
こ
れ
と
は
ま
っ
た
く
別
の

野
生
の
い
の
ち
の
秩
序
と
接
触
し
た
と
こ
ろ
か
ら
発
生
し
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
接
触
の
機
会
が
世
界
各
地
の

森
林
開
発
に
よ
っ
て
格
段
に
増
え
た
。
そ
れ
ま
で
人
び
と
は
、
野
生
の
自
然
と
の
あ
い
だ
に
、「
里
山
」
な
ど
、

一
種
の
緩
衝
地
帯
を
設
け
て
い
た
。
そ
れ
も
ま
た
マ
ス
ク
と
お
な
じ
く
境
界
を
標し

る

す
場
だ
っ
た
。
そ
こ
に
は
た

ん
に
「
身
の
安
全
を
護
る
」
だ
け
で
な
く
、
野
生
と
い
う
「
化
け
物
」
に
も
ど
こ
か
そ
の
「
顔
」
を
取
り
戻
さ

せ
る
、
そ
ん
な
リ
ス
ペ
ク
ト
の
気
持
ち
も
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
に

0

0

0

0

0

生
き
る
と
い
う
、

〈
棲す

み
分
け
〉
と
〈
共
生
〉
の
思
い
で
あ
る
。
そ
れ
は
人
び
と
が
長
い
つ
き
あ
い
の
な
か
で
編
み
だ
し
た
緩
衝
地

帯
で
あ
っ
て
、
む
や
み
に
い
じ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
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こ
う
い
う
緩
衝
地
帯
の
設
定
の
仕
方
と
い
う
の
は
多
様
に
あ
り
う
る
。
は
た
し
て
こ
れ
か
ら
、
野
生
と
の
つ

き
あ
い
の
な
か
で
、
人
と
人
と
の
交
わ
り
の
な
か
で
、
ど
ん
な
緩
衝
地
帯
の
あ
り
方
を
探
っ
て
ゆ
け
ば
い
い
の

か
？　

あ
る
い
は
ま
た
こ
れ
を
裏
返
し
て
い
え
ば
、
ど
ん
な
緩
衝
地
帯
な
ら
取
っ
払
っ
た
ほ
う
が
い
い
の
か
？　

そ
の
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
考
え
る
き
っ
か
け
だ
と
思
え
ば
、
あ
の
鬱
陶
し
い
マ
ス
ク
の
装
着
に
も
意
味
は
あ
る
。

人
と
人
が
と
も
に
生
き
延
び
る
に
あ
た
っ
て
い
ち
ば
ん
大
事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
何
か
と
、
じ
っ

く
り
考
え
る
機
会
と
し
て
。

（
鷲
田
清
一
「
マ
ス
ク
に
つ
い
て
」
に
よ
る
）

※
１　

峻
別
…
… 

厳
し
く
区
別
す
る
こ
と
。

問
一　

傍
線
部
１
「
人
び
と
は
見
え
な
い
マ
ス
ク
も
つ
け
だ
し
て
い
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
で
す
か
。
そ

の
説
明
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

他
人
と
の
か
か
わ
り
を
な
る
べ
く
避
け
て
、
万
が
一
の
感
染
リ
ス
ク
に
備
え
よ
う
と
す
る
か
ら
。

イ　

人
に
対
し
て
無
関
心
の
ふ
り
を
す
る
こ
と
で
、
か
か
わ
り
合
い
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
か
ら
。

ウ　

周
囲
か
ら
の
視
線
を
怖
が
り
、
他
人
と
接
触
し
て
傷
つ
く
こ
と
を
避
け
よ
う
と
す
る
か
ら
。

エ　

人
と
の
か
か
わ
り
を
避
け
る
現
代
の
人
び
と
は
、
関
心
を
持
た
な
い
こ
と
に
慣
れ
て
い
る
か
ら
。

オ　

他
人
か
ら
関
心
を
持
た
れ
る
こ
と
を
避
け
、
外
で
は
で
き
る
だ
け
一
人
で
い
よ
う
と
す
る
か
ら
。

問
二　

傍
線
部
２
「
で
も
、
こ
れ
を
異
例
な
事
態
と
考
え
な
い
ほ
う
が
い
い
」
と
あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
で
す
か
。

四
十
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。

問
三　

空
欄

Ａ

～

Ｅ

に
入
る
語
句
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

階
層　
　

イ　

思
惑　
　

ウ　

仕
様　
　

エ　

根
拠　
　

オ　

皮
膜

問
四　

傍
線
部
３
「
だ
か
ら
ほ
ん
と
う
は
そ
う
い
う
か
た
ち
で
し
か
あ
り
え
な
い
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な

い
は
ず
だ
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を

次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

私
た
ち
の
社
会
の
中
で
は
内
／
外
を
明
確
に
区
別
し
、「
別
に
あ
る
べ
き
も
の
」
が
、
間
違
え

て
入
っ
て
こ
な
い
よ
う
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

イ　

社
会
の
暗
黙
の
ル
ー
ル
と
し
て
決
ま
っ
て
い
る
「
別
に
あ
る
べ
き
も
の
」
と
は
、
何
か
し
ら
の

必
然
性
が
あ
っ
て
決
ま
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。

ウ　

ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に
入
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
マ
ス
ク
を
す
る
よ
う
に
、
本
来
「
別
に
あ
る
べ

き
も
の
」
は
む
や
み
に
入
り
混
じ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。

エ　
「
別
に
あ
る
べ
き
も
の
」
と
は
、
明
確
な
理
由
が
あ
っ
て
決
ま
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、

区
別
を
な
く
し
、「
と
も
に
あ
る
べ
き
も
の
」
に
変
え
る
と
い
う
こ
と
。

オ　

社
会
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
る
「
別
に
あ
る
べ
き
も
の
」
を
分
け
る
と
い
う
ル
ー
ル
は
、
歴
史

的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
が
、
見
直
す
必
要
が
出
て
き
た
と
い
う
こ
と
。
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問
五　

傍
線
部
４
「
マ
ス
ク
も
メ
イ
ク
も
基
本
的
に
は
変
わ
ら
な
い
」
と
あ
り
ま
す
が
、
何
が
「
変
わ
ら
な
い
」

と
言
え
る
の
で
す
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記

号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

他
者
の
視
線
を
意
識
し
、
周
囲
と
の
間
に
壁
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
こ
と
。

イ　

自
ら
の
本
音
を
隠
し
、
相
手
を
だ
ま
し
て
利
益
を
得
よ
う
と
す
る
こ
と
。

ウ　

素
顔
を
よ
そ
お
う
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
も
対
応
で
き
る
こ
と
。

エ　

他
人
の
視
線
か
ら
自
分
を
守
り
、
人
に
関
心
を
持
た
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

オ　

見
た
目
を
変
え
て
、
相
手
か
ら
本
心
を
さ
と
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

問
六　

空
欄

①

～

⑤

に
は
、
次
の
ア
～
オ
の
文
が
入
り
ま
す
。
適
切
な
順
序
に
並
び
替
え
た
も

の
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
後
の
選
択
肢
１
～
６
の
中
か
ら
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

【
文
】

　

ア　

便
所
と
い
え
ば
ド
ア
が
つ
き
も
の
だ
が
、
そ
の
ド
ア
が
な
く
て
代
わ
り
に
お
面
が
用
意
し
て

あ
り
、
用
を
足
す
と
き
に
そ
れ
を
装
着
す
る
と
い
う
文
化
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

イ　

さ
ら
に
、
顔
を
す
っ
ぽ
り
隠
す
の
が
あ
た
り
ま
え
の
地
域
も
あ
れ
ば
、
顔
を
す
っ
ぽ
り
覆
え

ば
罰
せ
ら
れ
る
地
域
も
あ
る
。

　

ウ　

マ
ス
ク
に
は
、
隠
す
こ
と
と
は
逆
に
隠
さ
れ
た
も
の
が
よ
り
強
く
意
識
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う

面
も
あ
る
。

　

エ　

し
か
も
、
身
体
の
ど
こ
を
秘
せ
ら
れ
る
べ
き
部
位
と
み
な
し
、
隠
す
の
か
は
、
時
代
に
よ
っ

て
、
さ
ら
に
地
域
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
。

　

オ　

人
が
何
か
を
隠
せ
ば
隠
す
ほ
ど
見
た
く
な
る
と
い
う
心
根
も
そ
う
だ
ろ
う
。

【
選
択
肢
】

　

１　

ウ　

→　

オ　

→　

ア　

→　

エ　

→　

イ

　

２　

ウ　

→　

オ　

→　

イ　

→　

エ　

→　

ア

　

３　

ウ　

→　

オ　

→　

エ　

→　

ア　

→　

イ

　

４　

オ　

→　

ウ　

→　

エ　

→　

ア　

→　

イ

　

５　

オ　

→　

ウ　

→　

ア　

→　

イ　

→　

エ

　

６　

オ　

→　

ウ　

→　

イ　

→　

ア　

→　

エ
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問
七　

傍
線
部
５
「
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
の
流
動
的
な
要
素
を
一
つ
一
つ
、
不
同
の
も
の
0

0

（
対
象
）
の
集
合
と
し

て
捉
え
な
お
し
て
ゆ
く
こ
と
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
部
分
を
解
釈
し
た
も
の
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し

い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　
「
流
動
的
な
要
素
」と
い
う
、
常
に
変
化
す
る
と
い
う
点
を
意
識
す
る
こ
と
で
、
物
事
を
良
い
面

と
悪
い
面
に
分
け
、
適
切
な
判
断
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

イ　

世
界
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
は
、「
不
同
の
も
の
」と
そ
う
で
な
い
も
の
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
適
切
な
視
点
で
「
捉
え
な
お
」
す
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

ウ　

秩
序
を
作
り
出
す
過
程
で
は
、
人
種
差
別
や
身
分
差
別
が
容
認
さ
れ
、
そ
れ
が「
正
し
い
こ
と
」

と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
。

エ　
「
捉
え
な
お
」
す
と
い
う
の
は
、
身
の
回
り
に
あ
る
も
の
を
二
つ
の
「
集
合
」
に
分
け
優
劣
を
つ

け
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
社
会
の
秩
序
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。

オ　
「
捉
え
な
お
」
す
と
は
「
流
動
的
な
も
の
」
と
「
不
同
の
も
の
」
を
比
べ
、
両
者
の
優
劣
を
決
め

る
こ
と
で
、
社
会
に
秩
序
を
も
た
ら
す
こ
と
で
あ
る
。

問
八　

傍
線
部
６
「
こ
れ
ま
で
の
「
普
通
」
が
も
は
や
「
普
通
」
で
な
く
な
る
こ
と
へ
の
密
や
か
な
願
望
と
い
っ

て
も
い
い
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を

次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

マ
ス
ク
を
し
て
本
当
の
素
顔
が
わ
か
ら
な
く
な
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
世
界
の
見
え
方
が
変

化
し
、
別
の
景
色
が
見
え
て
く
る
と
い
う
こ
と
。

イ　

常
時
マ
ス
ク
を
装
着
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
普
通
」
で
は
な
か
っ
た
が
、
今
後
、
新
し

い
「
普
通
」
を
自
分
た
ち
で
作
り
出
せ
る
と
い
う
こ
と
。

ウ　

マ
ス
ク
を
す
る
こ
と
で
こ
れ
ま
で
の
自
分
の
存
在
が
薄
れ
、
社
会
の
中
に
あ
る
仕
切
り
や
区
切

り
を
無
効
な
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
。

エ　

マ
ス
ク
は
顔
半
分
を
隠
す
こ
と
で
、
そ
の
人
の
新
た
な
魅
力
を
引
き
出
す
た
め
、
こ
れ
ま
で
の

人
と
の
か
か
わ
り
方
の
「
普
通
」
の
基
準
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
。

オ　

マ
ス
ク
の
装
着
は
そ
の
人
の
存
在
を
あ
い
ま
い
な
も
の
に
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
世
界
を

過
去
の
視
点
か
ら
捉
え
な
お
す
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

問
九　

本
文
の
内
容
に
合
致
し
て
い
る
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
二
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

ひ
と
は
、
秩
序
を
保
つ
た
め
に
、
マ
ス
ク
以
外
に
も
内
と
外
と
を
明
確
に
区
別
す
る
仕
切
り
を

社
会
の
中
に
作
り
出
し
て
き
た
。

イ　

歴
史
的
に
見
れ
ば
、
人
前
で
顔
を
出
す
方
が
む
し
ろ
異
例
な
こ
と
で
あ
っ
た
た
め
、
今
後
マ
ス

ク
文
化
が
根
付
く
可
能
性
は
高
い
。

ウ　

現
代
の
化
粧
は
、
他
人
を
だ
ま
す
目
的
の
た
め
に
、
あ
え
て
素
顔
に
近
い
メ
イ
ク
を
施
す
こ
と

で
自
ら
の
本
心
を
隠
す
役
割
が
あ
る
。

エ　

本
来
、
人
間
と
自
然
は
一
線
を
画
し
そ
れ
ぞ
れ
生
き
て
い
た
が
、
そ
う
し
た
場
が
失
わ
れ
た
こ

と
で
、
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
つ
な
が
っ
た
。

オ　

社
会
の
中
に
秩
序
を
も
た
ら
す
た
め
の
仕
切
り
は
、
一
方
で
自
分
た
ち
と
は
異
な
る
性
質
を
持

つ
者
の
差
別
や
排
除
と
不
可
分
で
あ
っ
た
。
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問
十　

次
の
会
話
は
、
こ
の
文
章
を
学
ん
だ
あ
と
に
「
共
生
」
に
つ
い
て
教
室
で
話
し
合
っ
て
い
る
場
面
で
す
。

先
生
の
セ
リ
フ
に
入
る
語
句
を
本
文
中
の
傍
線
６
以
降
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。
ま
た
、
生
徒
の
発
言

内
容
ア
～
オ
の
中
か
ら
本
文
の
主
張
に
合
致
し
な
い
も
の
を
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

先
生
： 
こ
の
文
章
の
最
後
で
は
、
人
間
と
自
然
の
か
か
わ
り
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
古
来
よ
り

人
間
と
自
然
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
住
む
べ
き
場
を
わ
き
ま
え
て
生
き
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し

た

Ｘ

に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
つ
つ
「
共
生
」
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

生
徒
： 

先
生
の
お
っ
し
ゃ
っ
た

Ｘ

と
は
、
た
と
え
ば
神
社
な
ど
に
あ
る
鳥
居
な
ど
に
も
あ

て
は
ま
り
ま
す
ね
。

先
生
： 

そ
う
で
す
ね
。
で
は
み
ん
な
で
コ
ロ
ナ
禍
の
「
共
生
」
に
つ
い
て
意
見
を
言
い
ま
し
ょ
う
。

ア　

や
は
り
私
た
ち
が
生
き
延
び
る
に
は
、
ウ
イ
ル
ス
と
距
離
を
取
る
た
め
に
も
、
今
後
も
人
と
の

か
か
わ
り
を
極
力
減
ら
す
こ
と
も
必
要
な
ん
だ
ね
。

イ　

そ
れ
が
筆
者
の
言
う
「
大
事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
な
の
か
な
。
私
は
む
し
ろ
逆
で

経
済
的
に
困
っ
て
い
る
人
も
た
く
さ
ん
い
る
か
ら
、
な
る
べ
く
外
に
出
て
人
と
の
か
か
わ
り
を

増
や
す
ほ
う
が
い
い
と
思
う
な
。

ウ　

そ
の
際
に
は
、
感
染
対
策
が
き
ち
ん
と
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。
手
を
洗
う
こ
と
が
今

の
私
た
ち
が
取
れ
る
防
御
策
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
ね
。

エ　

も
ち
ろ
ん
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
こ
れ
か
ら
生
き
る
社
会
の
中
で
マ
ナ
ー
と
い
う
よ
り
、
む

し
ろ
ル
ー
ル
に
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

オ　

実
は
私
は
ま
だ
打
っ
て
い
な
い
の
。
持
病
が
あ
っ
て
接
種
で
き
な
い
人
も
い
る
の
よ
ね
。
そ
う

い
う
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を
考
え
る
こ
と
が
筆
者
の
言
う「
大
事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
」

な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
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